
中
國
佛
教

々
團

の
制
度
並

に
儀
禮

に
關
す

ろ

諸
文
献

の
考
察

(其
の
一
)

津

洪

嶽

、

小

序

本
考
察
は
、
目
下
着

汝
そ
の
研
究
を
整
備
し
つ
㌧
あ
る

「
中
國
輝
宗
信
團
の
制
度
並
に
儀
禮
の
研
究
し
の
序
詮

の

一
部
を
爲
す
も
の

で
、
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
廣
く
中
國
に
於
け
る
佛
敏
敏
團
の
制
度
、
並
に
儀
禮

に
關
す
る
全
般

に
渉
る
諸
文
鰍

の
成
立
に
封
す
る

概
観
を
試
み
る
と
と
も
に
、
特
に
膵
宗
櫓
團
に
於
け
る
そ
れ
等
の
諸
文
鰍
の
成
立

一
般
を
考
察
せ
ん
と
す

る
に
存
す
る
。
自
分
の

「
中

國
樺
宗
僧
團
の
制
度
並
に
儀
禮
の
研
究
」
に
封
し
、
丈
部
省
が
特

に
研
究
助
威
金
を
下
附
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
老
學
究
の
衷
心
感
謝

に
堪

へ
ざ
る
こ
と
た
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
且
つ
大
な
る
こ
と
を
痛
感
し
て
居
る
次
第
で
あ
つ
て
、
日
夜
精
進
怠
ら
す
、
そ
の

完
成
を
期
し
つ
㌧
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

一

中
國
佛
敏
敏
團
の
制
度
並
に
儀
禮
に
關
す
る
諸
文
献
成
立
の
夏
的
考
察

中
國
佛
贅

上
、
勉

の
日
常
修
道
生
活
に
關
す
る

一
般
規
範
の
制
定
は
、
印
手
菩
懸

道
茎

鏑

播

尼
軌
範
並
掻

門
清
式
二

十
四
條
を
制
定
せ
し
を
以
て
哨
矢
と
す
る
。

帥
ち
宋
祀
誘
の
隆
興
編
年
通
論
第
三
及
び
明
畳
岸
の
繹
氏
稽
古
略
第

二
に

「
著
一一倫
尼
規
範

羨

門
清
式
二
+
四
條
・世
導

行
之
こ

と
傳
ふ
る
も
の
ζ
れ
で
、
総

規
藻

講

の
高
馨

第
羅

婆

の
轟

鉢
響

曙

に
、
要

中
國
佛
敏
々
團

の
制
度
並

に
儀
禮

に
關
す

る
諸

丈
漱

の
考
察

一

■



縄

學

研

究

二

既

徳
爲
・一物
宗
一
學
褻
二三
藏
ハ
所
レ制
櫓
尼
軌
範
佛
法
憲
章
、
條
爲
二
三
例
一

一
日
行
香
定
座
上
講
経
上
講
之
法
。
二

日
常
日
六
時
行
道
飲

食

唱
時
法
。
三
日
布
薩
差
使
悔
過
等
法
。

天
下
寺
舎
途
則
而
從
レ之
」
と
見

へ
て
そ
の
内
容

一
斑
を
推
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、

法
門

　

 

清
式
二
十
四
條
に
就
て
は
、
何
等
文
獄
の
徴
す
べ
き
も
の
を
存
し
な
い
。
俗
尼
規
範
は
、
天
下
の
寺
含
途
に
則
と
し
て
こ
れ
に
從
ふ
と
云

ふ
か
ら
、
當
時
に
於
け
る
中
華
の
寺
院

一
般
が
、
僧
尼
の
修
道
規
範
と
し
て
こ
れ
を
依
用
せ
る
こ
と
を
知
る
べ
く
、
'後
世
に
成
立
せ
る
…岬

宗
俗
團
の
修
道
規
範
た
る
各
種
の
清
規
の
内
容
と
比
較
考
察
し
て
、
そ
の
影
響
の
大
な
る
も
の
あ
り
し
と
と
も
に
、
そ
の
後
世
に
及
ほ
し

た

影
響
も
又
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
り
し
を
思
は
し
め
る
。

唐
南
山
大
師
道
宣
の
四
分
律
制
繁
補
關
行
事
紗
巻
上
四
詮
戒
正
儀
篇
第
十
を
槍
す
る
と
、
「
普
照
沙
門
、

道
安
開

士
、

撰
二
出
家
布
薩

法

↓
並
行
二
於
世
一し
と
見

へ
る
。
道
安
の
出
家
布
薩
法
な
、
前

に
畢
げ
た
俗
尼
規
範
三
條

の
中

の
第
三
布
薩
差
使
悔
過
等
の
法
と
い
ふ
を

指

し
た
も
の
で
、
鷹
代
に
は
、
こ
れ
が
別
行
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
ら
う
。
普
照
沙
門

の
紀
傳
行
履
は
明
瞭

で
な
い
。
宋

・
元
照
律
師
の

「行
事
紗
資
持
記
に
は
、
「普
照
、
指
販
云
、
遍
尊
二傳
記
↓
胸
二訪
名
公
↓
未
'
知
二何
代
入
こ

と
註
し
て
、
宋
代
既
に
普
照
の
傳
記
を
侠
矢

し

て
居
た

こ
と
が
知
ら
る
る
。

西
明
寺
圓
照
の
大
唐
内
典
録
第
四

に
依
る
と
、
齋

・
武
帝

の
永
明
七
年

四
八
九
沙
門
超
度
な
る
も
の
が
律
に
依
つ
て
律
例
七
巻
を
撰
出

し
、
梁
武
帝
の
天
監
三
年

五
〇
四

に
、
揚
州
の
沙
門
俗
盛
が
、
鍾
山
難
根
寺
に
於
て
、
律
に
依
つ
て
教
戎
比
丘
尼
法

一
巻
を
撰
出
せ
る
こ

と

が
見

へ
る
。
後
者
は
出
三
藏
記
集
第
二
、
駆
代
三
費
記
第
三
、
第
十

一
等
に
も
見

へ
、
前
者
は
歴
代
三
蟹
記
第
十

一
に
見

へ
て
、
こ
れ

等

は
並
に
當
代
の
敏
團

に
相
當
な
る
影
響
を
輿

へ
か
こ
と
＼・
思
は
れ
る
。

櫓
尼
の
布
薩
法
に
封
し
て
、
優
婆
塞
優
婆
夷
の
布
薩
法
、
　即
ち
在
{琢
布
薩
法
を
制
定
し
た
の
は
、
寛
陵
王
文
宣
王

四
六
〇
1

で
あ
る
。

行

事
砂

に

「昔
齋
文
宜
王
撰

・在
家
布
薩
法

し
と
見

へ
、

同
じ
く
道
宣
の
別
著
た
る
四
分
律
制
補
随
機
錫
磨
疏
第
四

上
に
は
、
「
布
薩
者

秦
言
二浮
住
嚇
義
一㌶
二長
養
酒
寛
陵
文
宣
王
、
撰
二浮
住
子
二
十
巻
一し
と
見

へ
る
。
出
三
藏
記
集
第
十
二
齊
太
宰
寛
陵

王
文
宣
王
法
集
録
序

に
依
る
と
、
文
宣
王
'に
は
、
浮
佳
子
二
十
巻
の
外
、
同
種
の
撰
著
と
思
は
れ
る
も
の
に
、
布
薩
並
天
保
講
二
巻
、
清

信
士
女
法
制

三
巻
、



述
生
東
宮
齋
蓮
受
戒
共
巻
、
倫
得
施
三
業
施
施
食
法
共
巻
、
教
宣
約
受
戒
人

一
巻
等
の
撰
著
が
あ
る
が
、
行
事
砂
に
在
家
布
薩
法
と
い
ふ

は
恐
く
は
布
薩
並
天
保
講
を
指
す
で
あ
ら
う
。
資
持
記
の
著
者
元
照
律
師
は
、

「
齊
帥
南
齊
薫
子
良
、
生
封
二寛
陵
王
舛
死
議
二
文
宣
王
ハ

豪

布
薩
者
、
或
五
巻
八
巻
、
或
云
菩
獲

。
萎

已
亡
不
レ
戸

妻

蟄

辮

讐

と
註
す
る
が
、
響

に

「
葎

子
二
+
奮

し
と

い
ふ
は
、
掲
磨
疏
に
布
薩
の
語
義
を
繹
し
瓢
秦
に
澤
住
と
云
ふ
の
課
例
と
し
て
澤
住
子
を
暴
げ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
直

に
在
家
布
薩
法
そ

,
の
も
の
と
は
断
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
布
薩
は
出
家
在
家
の
四
衆
に
通
し
、從
つ
て
僑
尼
の
規
範
と
し
て
の
中
の
出
家
の
布
薩
法
に
も
、

在
家

の
布
薩
法
に
も
通
す
る
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
・浮
住
子
二
十
巻
は
、
恐
く
は
こ
の
爾
者
に
通
す
る
も
の
で
あ
つ
た

で
あ
ら
う
。
も
つ

と
も
、
そ
の
中
の
在
家
布
薩
法
の
み
を
、
道
宣
律
師
が
、
特
に
在
家
布
薩
法
と
し
て
、
取
り
上
げ
弛
も
の
と
解
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
は
通

す
る
こ
と
X
　考
へ
る
。

四
分
律
宗
の
租
南
臭

師
道
宣

類

林

の
四
分
律
編

す
る
幾
多
の
薯

を
初
め
、
叢

新
艶

碁

護
律
儀
、
浮
心
談

法
、
繹

門
販
敬
儀
、
繹
門
章
服
儀
、

六
時
禮
佛
繊
悔
儀
、
蘭
中
創
立
戒
壇
圖
経
、

繹
門
集
檜
軌
度
圃
経
各

一
巻
等
が
、

當
時
の
敏
界
は
も
と
よ

り
、
後
代
の
敏
團
に
及
ば
し
た
影
響
は
、
頗
る
大
な
る
も
の
も
あ
り
、
浮
心
誠
観
、
販
敬
儀
、
章
服
儀
等
は
、
宋
代

に
入
り
、
彦
起
、
了

然
、
允
堪
、
元
照
等
の
諸
徳
に
依
り
て
、
廣
く
敷
演
流
布
さ
れ
て
居
る
。

賛
寧
の
宋
・高
織

笙

、
唐
京
兆
大
興
善
寺
不
舞

姦

す
る
と
、
大
廣
禦

室
三
藏

誌

叫

は
、
唐
代
宗
の
森

九
年
、
百

・春

抵
レ
夏
、
宣
二揚
妙
法
一誠
二筋
門
人
一毎
語
及
二普
賢
願
行
出
生
無
邊
法
門
経
殉
勧
令
二諦
持
剛
再
三
歎
息
、
其
先
受
法
者
、
偏
令

鵬
レ意
観
二

菩
提

心
本
尊
大
印
幻
直
詮
二阿
字
了
法
不
生
一誰
.一大
畳
身
↓
若
レ指
乱
諸
掌
↓
種
汝
囑
累
。

一
夜
命

亨
弟
子
趙
遷
一持
二筆
硯
一來
加

吾
略
出
二

浬
漿
茶
毘
儀
軌
漣以
飴
ヱ後
代
殉
使
二準
レ此
途
絡
殉
遷
稽
首
三
請
、
幸
乞
慈
悲
久
佳
、
不
レ
然
衆
生
何
所
レ依
乎
。
室
笑
而
已
、
俄
而
示
レ疾
」

云
云

と
見

へ
ゐ
、
不
塞
は
此
年
六
月
十
五
日
、
香
水
を
以
て
燥
沐
し
、
東
首
椅
臥
、
北
面
に
し
て
闘
庭
を
膿
望
し
、
寂
然
と
し
て
入
滅
し

た
。
帥
ち
不
塞
三
藏
に
浬
黎
茶
毘
儀
軌
の
遺
著
が
あ
る
。
隆
興
編
年
通
論
第
十
八
に
も
、

「
不
塞
三
藏
、
令
下
二
弟
子
趙
遷
一執
歩
筆
、
授
二

所
y
撰
浬
葉
軌
範
嚇
以
飴
一一後
世
ハ
使
二準
レ
此
途
絡
こ

と
見

へ
る
。

趙
遷
は
邸
ち
大
唐
故
大
徳
贈
司
室
大
辮
正
廣
智
不
室
三
藏
行
状

一
巻

中
閾
〔佛
敏
々
い圏
の
制
度
並
に
儀
漕
}に
關
す
る
諸
文
{鰍
の
考
祭

・

三



輝

學

研

究

四

め
撰

者
、
前
試
左
領
軍
衛
兵
曹
参
軍
輸
林
待
詔
趙
遜
で
、
不
室
三
藏
の
在
俗
の
弟
子
で
あ
る
。
宋
高
僧
傳
の
記
事
は
、
こ
の
行
状
中
に
見

へ
て
、
僑
傳
の
編
者
賛
寧
は
行
歌
に
基
い
て
立
傳
し
た
も
の
で
あ
る
。
教
團
に
於
け
る
泥
黎
茶
毘
の
軌
範
に
、
影
響

す
る
と
こ
ろ
多
き
は

容

易
に
推
知
し
得
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

-

こ
れ
吉

先
き
、
唐
高
宗
の
永
隆
二
魚

㌫

(
一
読
龍
塑

叢

突

二
)
示
奪

養

安
の
光
明
寺
善
導
は
、
そ
の
五
部
碧

の
遺

著
中

に
、
轄
経
行
道
願
往
生
浮
土
法
事
讃
二
巻
、
往
生
禮
讃
偶

一
巻
、
依
観
経
等
明
般
舟
三
昧
行
道
往
生
讃

一
巻
、
観
念
阿
彌
陀
佛
相
海

三
妹
功
徳
法
門

一
巻
、
総
じ
て
四
部
五
巻
の
撰
著
が
あ
る
。

こ
れ
等
は
何
れ
も
所
謂
る
行
儀
門
の
述
作
に
屡

し
、
願

生
行
者
の
卒
生
並
に

臨
…命
絡
時
の
修
道
規
範
を
定
め
た
も
の
で
、

記
圭
弾
師
良
忠
の

法
嘉
讃
私
記
巻
上
に
は
、

五
部
九
巻
の
中
、

観
無
量
諄
経
疏

一
部
四
巻

は

、
経
の
文
義
を
解
じ
、
鯨
の
四
部
五
巻
は
、
そ
の
行
儀
を
明
か
す
。
四
部
の
中
、
そ
の
前
後
は
定
め
難
き
も
、
暫
く
五
種
正
行
の
次
第

に
依
り
て
、
そ
の
前
後
を
判
せ
ば
、
法
事
讃
は
讃
諦
正
行
、
阿
彌
陀
経
を
讃
説
す
る
が
故
に
先
づ
集
む
べ
し
。
観
念
法
門
は
観
察
正
行
、

観

佛
等
を
明
す
故
に
次
に
明
す
べ
し
。

往
生
禮
讃
は
禮
拝
正
行
、

禮
の
儀
則
を
明
す
が
故
に
次
に
集
む
べ
し
。

般
舟
讃
は
讃
嘆
供
養
正

行

、
讃
嘆
の
行
を
明
す
が
故
に
後
に
撰
す
べ
し
。

こ
れ
先
師
鎭
西
聖
光
の
口
傳
に
依
る
と
解
し
、
往
生
禮
讃
私
記
巻

上
に
は
、
観
経
疏
は

敏

門
な
り
、
餓
の
四
部
は
行
門
な
り
。
行
門
の
中
、
禮
讃
は
禮
拝
と
讃
嘆
と
の
二
種
の
正
行
な
り
Q
法
事
讃
は
讃
説

と
讃
嘆
と
供
養

と
の

三
種
の
正
行
な
り
。
観
念
法
門
は
観
と
構
と
の
二
行
な
り
、
般
舟
讃
は
讃
嘆
正
行
な
り
と
註
し
て
居
る
。

か
く
て
槻
念
法
門
は
、

依
二槻
。

経

明
二観
佛
三
味
法
一
一
、
依

般
舟
経
一明
二念
佛
三
脈
法

一二
、
依
レ経
明

,入
道
場
念
佛
三
昧
法

三
、
依
レ
経
明

道
場

内
骸
悔
焚
願
法
一四

の
四
段
に
渉
り
て
、
以
て
願
生
行
者
の
實
践
修
道
に
資
し
、
往
生
禮
讃
に
は
、
無
量
壽
経
並
に
龍
樹
、
天
親
、
彦
珠
等
の
諸
徳
の
禮
讃
偶

に
依
り
て
、
書
夜
六
時
の
禮
讃
の
規
範
を
定
む
る
等
、
法
事
讃
流
通
分
に

「
白
二行
者
等
ハ

一
切
時
常
依
・一此
法
一爲

二恒
式
一」
と
附
嘱
せ
る

如
く
、
永
く
西
方
行
者
の
修
道
實
蔑
の
規
範
た
る
こ
と
を
期
し
た
。

こ
れ
が
爾
後
に
於
け
る
日
華
函
國
の
浮

土
敏
徒

の
修
道
規
範
と
な
つ

た

こ
と
は
、
改
め
て
論
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
特
に
偏
依
善
導

一
師
と
標
榜
し
て
立
敏
開
宗
せ
ら
れ
た
我
が
國
の
浮

土
敏
徒
の
實
践
規
範

と

し
て
、
今
日
尚
ほ
根
本
方
軌
と
な
つ
て
居
る
こ
と
は
、
何
人
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



同

種
類
の
も
の
で
華
襲

學
の
系
統
編

す
る
も
の
に
、
唐

・
宗
趨

聡

み

圓
轟

蕩

修
穫

+
八
巻
、
同
薩

略
本
羅

、

同
道
場
六
纏

暮

が
あ
る
。
羅

経
道
場
漿

修
穫

暮

の
業

、
宋

漆

墾

。。
舟
㌃

は
、
あ

系
統
編

し
た
も
の
で
、
浮

源
に
別
に
、
華
嚴
普
賢
行
願
修
誇
儀

一
巻
、
首
楊
嚴
壇
場
修
誰
儀

」
巻
の
作
が
あ
る
。
明

・
暉
修
の
依
携
嚴
究
寛
事
繊
二
巻
も
、
ま
た
揖

摘

さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
o

菩
嚢

讐

關
す
る
も
の
は
、中
葵

台
の
第
二
祀
南
奨

師
慧

馨

坪

に
受
薩

戒
壁

禦

あ
る
。嘉

天
台
智
者
大
師
麗

な

蕪

替

に
、
護

嚢

疏
二
巻
の
高
著
あ
り
、
六
霧

樂
大
師
堪
然
整

「
に
馨

薩
戒
鐘

巻
の
作
が
あ
る
。
爾
後
の
贅

笈

ぼ

し

た
る
影
響
の
翼
に
大
な
る
も
の
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
詮
明
を
要
し
な
い
。
天
台
の
修
習
正
観
坐
脚
法
要

一
巻
が
、
華
嚴
、
榔
そ
の
他

敷

團

一
般

の
坐
暉
修
道
の
規
範
と
な
り
し
は
、
言
を
挨
た
す
、
方
等
三
昧
行
法
、
.法
華
三
味
…戯
儀
、.
観
心
食
法
、
観

心
諦
経
法
、
艀
舟
行
旨

法

、
金
光
明
繊
法
各

一
巻
の
何
れ
も
が
、
藪
團
の
修
道
生
活
に
與

へ
た
る
影
響

の
廣
且
つ
大
な
る
も
の
あ
る
も
見

の
が
し
て
は
な
ら
ぬ
。

荊

漢
大
師
の
方
等
臓
補
助
儀
二
巻
声
法
華
三
昧
補
助
儀

一
巻
、
並
に
唐

・
澄
照
の
略
授
三
販
五
八
戒
並
菩
薩
戒

一
巻
の
作
も
指
摘
さ
る
べ
き

で
あ
る
。
宋
代
に
入
り
て
・
受
擦

關
す
る
も
の
に
、
延
壽
の
受
菩
薩
戒
法

悪

、
饗

蕪

替

寝

菩
薩
戒
儀
、
受
五
戒
馨

暮

、

元
墨

瑠

朴

の
奨

嚢

穫

悪

の
作
が
あ
る
。
比
丘
の
章
嬰

關
す
る
も
の
と
し
て
、
嚢

の
三
衣
慧

塗

巻
、
允
堪

δ

六

一
の
衣
鉢
名
義
章

一
巻
、
元
照
の
道
具
賦
、
佛
制
比
丘
六
物
圓
各

一
巻
、
妙
生
の
佛
制
六
物
圖
辮
砒
、
三
衣
顯
正
圖
各

一
巻
も
侠
し
て
、

・は
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

各
種
の
修
繊
そ
の
他
に
關
す
る
も
の
は
、
宋

・
隷

に
千
季

眼
大
悲
心
呪
行
法

悪

の
作
あ
り
。
明

・
智
旭

一
藍

㌃

は
占
察
菩

へ

悪
業
報
経
行
法
、
讃
禮
地
藏
菩
薩
臓
願
儀
各

」
巻
を
著
は
し
て
居
る
。

佛
租
の
報
恩
禮
讃
に
關
す
る
も
の
に
は
、
宋

・
仁
岳

1
一
〇
六
四

に
・"繹
迦
如
來
降
轟

婆

、
同
浬
講

婆

各

悪

あ
り
、
饗

は
智
漠

纂

忌
禮
讃
芒

嚢

、
孤
山
智
風

胱
計

は
密

組

師

禮
讃
文

一
巻
、
仁
岳
並
に
允
堪
1

一
〇
六
一
に
各
鷺
同

一
の
作
あ
り
、
則
安
は
大
智
律
師
禮
讃
文
を
著
し
て
居
る
。

水
陸
會
は
、
梁
武
帝

の
天
監
四
年
二
月
、
金
山
寺
の
水
陸
會
を
以
て
始
修
と
せ
ら
れ
る
。
宋

・
神
宗
の
煕
寧
中
、
東
川
楊
鍔
な
る
も
の

-

中
國
佛
敏
々
繭
の
制
度
並
に
儀
禮
に
關
す
る
諸
女
漱
の
考
察

五



柳牌

學

研

」究

-

-

山ハ

、

梁

武
の
奮
儀
を
租
述
し
、
又
儀
文
三
巻
を
撰
し
て
蜀
中
に
行
い
}
尋
い
で
哲
宗

の
元
茄
八
年
十

一
月
、
蘇
載
な
亡
妻
末
氏
の
爲
に
水
陸
道

`

場
を
設
け
て
こ
れ
を
供
養
し
、
又
水
陸
法
賛
十
六
篇
を
製
し
て
眉
山
水
陸
と
稽
し
た
と
傳

へ
ら
れ
る
が
、
儀
軌
を
撰
蓮
し
た
.の
は
、
佛
狙

統

記
の
著
者
志
盤
の
法
界
九
聖
水
陸
勝
會
修
齋
儀
軌
六
巻
を
以
て
哨
矢
と
す
る
。
略
稻
し
て
水
陸
修
齋
儀
軌
と
い
ひ
、
明
代
に
入
り
て
、

雲
棲
秩
宏
璽

=
『

援

り
董

訂
せ
ら
れ
て
居
る
。

孟
蘭
籍

は
、
梁
幕

の
大
同
四
年
、
同
奪

に
於
義

け
ら
れ
た
る
姦

修

と

せ
ら
れ
、
初
唐
代
に
は
廣
く
官
民
の
間
に
行
は
れ
た
る
は
、
法
苑
珠
林
第
六
十
二
の
記
載
に
依
り
て
知
ら
れ
る
が
、
孟
蘭
盆
経
の
註
疏

.と

し
て
は
、
華
嚴
宗
密
の
孟
蘭
盆
経
疏
二
巻
を
以
て
最
初
の
も
の
と
す
る
。
宋

・
元
照
が
新
記
を
添

へ
て
居
る
。

普
観
、
可
観
、
遇
榮
、

日
新
等
に
疏
紗
の
撰
あ
り
。
明

・
智
旭
も
新
記

一
巻
を
著
し
て
居
る
。

}
.

.

.

以
上
斯
く
し
て
中
國
の
佛
敏

汝
團
は
、
次
第
に
そ
の
制
度
を
整
備
し
、
儀
禮
行
事
も
又
整
備
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
が
、
輝
宗
侶
團
の
所

調

る
清
規
式
の
も
の
は
、
元
晋
宗
の
泰
定
二
年

一
三
二
五
四
明
演
忠
律
寺
の
沙
門
省
悟
心
源
に
依
る
律
苑
事
規
十
巻
を
以
て
始
と
す
る
。

序

中
に

「
百
丈
大
智
藤
師
、
採
二
取
律
制
一以
爲
二
樺
林
清
規

,
離
レ
世
盛
行
、

而
吾
家
律
學
者
反
不
レ
及
焉
」
云
曇

と
見

へ
、.
序
は
泰
定
二

年
中
元
前
五
日
の
作
に
係
り
、
前
年
中
元
日
に
哀
挽
な
る
も
の
が
蹟
文
を
撰
し
て
居
る
。
随
盧
に
弍
威
の
輝
林
備
用
清
規
十
巻
を
依
用
し
・

て
居
る
こ
と
は
、
指
摘
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
次
で
順
宗
の
至
正
七
年

=
二
四
七
天
竺
大
圓
畳
敏
寺
の
住
持
自
慶

の
増
修
教
苑
清
規
二
拳

■

成

る
。
天
竺
.鰻
山
敏
寺
の
沙
門
大
安
、
嬢
石
山
の
登
善
巷
圭
張
雨
及
び
金
華
の
黄
濡
の
三
序
が
添

へ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
清
規
が
專
ら
敷

修

百
丈
清
規
に
依
り
内
そ
れ
を
範
と
し
て
居
る
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

以
上
は
中
國
に
於
け
る
佛
敏
倫
團

一
般
の
制
度
並
に
儀
禮
に
關
す
る
諸
文
鰍
成
立
の
極
め
た
る
概
観
的
考
察
で
あ
る
が
、
自
分
は

こ
れ
サ

を
背
景
と
し
て
、
特

に
騨
宗
僧
團
の
そ
れ
に
封
す
る
考
察
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。


